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Kumamoto City Board of Education

学校改革！教員の時間創造プログラム 目標

【目標年次：Ｒ2（2020）年度】

正規の勤務時間外の在校時間が
１か月８０時間を超える教職員数

【目標年次：Ｒ2（2020）年度】

教職員の正規の勤務時間外の在校時間

０人

対H29年度実績比で 25％減

目標１

目標２
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Kumamoto City Board of Education

学校改革！教員の時間創造プログラム 目標の進捗状況

H29（基準） H30 H31・R1 R2（目標年度）

2017 2018 2019 2020

目標1 804人 742人 0人

-62人

-7.7%

参考）4-6月実績 686人 606人 367人

-80人 -319人

-11.7% -46.5%

H29（基準） H30 H31・R1 R2（目標年度）

2017 2018 2019 2020

目標2 39時間53分 39時間6分 29時間55分

-47分

-2.0%

参考）4-6月実績 49時間19分 48時間33分 43時間29分

-46分 -5時間50分

-1.6% -11.8%
対29年度増減

対29年度増減

対29年度増減

対29年度増減
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Kumamoto City Board of Education

目標１ 教正規の勤務時間外の在校時間が１か月８０時間を超える教職員数 0人
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Ｈ29年度延人数：3,039人
△621人

Ｈ30年度延人数：2,418人
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Kumamoto City Board of Education

目標２ 教職員の正規の勤務時間外の在校時間対H29年度実績比で 25％減

Ｈ29年度平均：39時間53分
△2.0%

Ｈ30年度平均：39時間06分
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Kumamoto City Board of Education

Ｈ30年度 月別・職種別時間外の推移
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Kumamoto City Board of Education

学校改革！教員の時間創造プログラム ～取組方針及び取組～

①仕事の総量を減らします

・成績処理など学校業務を電子化する校務
支援システムの導入(H30)

・給食費の公会計化(R2)
・学校徴収金システムの導入(R2)

・予備時数の削減
・学校行事の精選
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Kumamoto City Board of Education

②マンパワーを充実します

・外国語専科教員等の配置(H30)
・スクールソーシャルワーカーの拡充(H30)
・部活動指導員の配置（試行）(R1)
・再任用短時間教員の活用（試行）(R1)
・学校支援ボランティアの活用のための
体制整備（試行）(R2)

学校改革！教員の時間創造プログラム ～取組方針及び取組～
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Kumamoto City Board of Education

③時間を意識した働き方を徹底します

・夏休み期間における学校閉庁日の設定(H30)
・勤務時間外の留守番電話設置(H30)
・定時退勤日の設定(H30)
・最終退校時刻の設定(H30)
・登校時刻の設定(H30)
・多様な場所で働ける環境の研究（試行）(R1)

学校改革！教員の時間創造プログラム ～取組方針及び取組～
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Kumamoto City Board of Education

学校改革！教員の時間創造プログラム ～プログラム以外の新しい取組～

プログラム以外の新しい取組

・安心メールを活用した「欠席・遅刻届け
出システム」運用開始（Ｒ1.2学期～）

・ＡＩを活用した採点システムを
モデル校にて試行（Ｒ1.2学期～）

10



時間創造の参考事例

北部中学校
目標1の状況 Ｈ29：29人（44人中）⇒ Ｈ30：14人（45人中）
目標2の状況 Ｈ29：61時間51分 ⇒ Ｈ30：45時間52分（伸び率：△25.8％）

【時間創造に効果があった取組】
■解錠時刻を変更 7：30⇒7：45
■部活動指導者を複数体制に、朝練の削減（緩やかに）
■不登校対策の強化 保健室と副担任による不登校対策委員会の定期的開催
■夏休み中の祭りなどにおける指導廃止

⇒地域に関係することはまず地域の方に相談し、夏休みの指導は地域に任せている。
■夏休み地区懇談会の見直し⇒地区懇談会の地区ごとの出席をやめ、代わりに土曜授

業において授業参観を実施する時に、育友会主催のフリータイムを設けた。
≪今年度の取組≫
■長期休業期間の休みの「まとめ取り」

夏：8/10-8/18（土日を含め連続9日間） 冬：12/27-1/5（土日を含め連続10日間）
■水曜日 完全ノー部活動デー及び朝自習と掃除のカット⇒生徒は5時に下校

学校のムードを大切にしています！

北部中学校長に着任し、学校の強み弱みを分析しました。
北部中の強みは、やる気のある職員と結束力の強い卒業生や
地域住民によるマンパワー。何かやりたいと思ったら、先生
・地域の方に相談します。

まず、不登校を課題ととらえ、対策を強化することで先生
の負担軽減を図りました。

また、1年生の交通事故が多いことが分かりましたので、
危険個所の洗い出しを生徒会に投げかけ、地域・保護者から
も意見をもらい対策に取り組みました。自転車がふらつくと
危ないので、教科書も家庭で必要なもの以外は学校に置かせています。
事故が減れば、先生たちの心配事も負担も減ります。

時間創造について、先生たちの働きやすい職場にするために、時程の変更やカリキュラ
ムマネジメントなど何でもやってみます。完璧は求めず、状況を見て元に戻すことも含め、
試行錯誤で取り組んでいます。

また、学校で一番大事なことは、楽しい授業をすることです。
Ｈ30年度に先進校として、タブレット270台を導入していただきました。それによって、

すぐに学力が上がるわけではありませんが、活用によって生徒たち同士や先生とのコミュ
ニケーションの機会や発表、表現する機会が増え、学習意欲の高まりを実感しています。
先生方も個々のキャリアに応じて、意欲的に授業づくりに取組み成果を上げています。職
員のコメントとして「楽になった」と答えた先生がいたことは、働き方改革の面からも大
きな一歩です。熊本市のICTの取組について成果を問われる時には、「学校がWell-being・
健全になってくる。」と答えています。

研究発表指定なども積極的に受けています。指定を受けることで、教員を加配しても
らったり、研究費補助があり、先生方に先進校等に出張して勉強に行ってもらう機会も
増え、モチベーションも上がります。

今の学校運営が上手くいっているのは、生徒指導上の課題があった本校で、これまでの
先生方が健全な学校づくりの土台を築いてくれていたからです。

先生が働きやすくなる⇒授業改善に取組む⇒授業が面白くなる⇒子供が学校に来る
⇒地域の雰囲気も変わる よいサイクルが回り始めます！
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時間創造の参考事例

高平台小学校
目標1の状況 Ｈ29：2人（32人中） ⇒ Ｈ30：2人（33人中）
目標2の状況 Ｈ29：28時間38分 ⇒ Ｈ30：29時間25分（伸び率：2.7％）

【時間創造に効果があった取組】
■8：40授業開始 15：55下校完了

・朝自習廃止、業間5分及び昼休み10分カット
・職員朝会廃止 週1回火曜日に夕会を実施
⇒連絡事項はグループウエアを活用

・会議・研修がある日（水曜日）は掃除無し
14：40下校完了 会議・研修は14：50～16：10

■研修：校内研修を精選し約半分にしてＯＪＴの充実で対応
・0サークル：教務の先生中心に校内自主研修会を実施
・授業公開（小研月間）

■高学年担当の負担軽減等
・委員会は低・中学年担当の先生を中心に活動
・部活動は総合運動部と器楽部のみ

総合運動部の活動時間は週1回で、16：00～16：50の勤務時間内

朝自習の中止など、反対意見もありましたがやっ
てみると「やれる」と自信を感じています。

部活動の意義もわかりますが、教員はやはり授業
という本務で頑張るべきだと思っています。部活動
は社会体育として地域に移行させ、適切な指導環境
の下、子どもたちがスポーツを経験できる受け皿を
充実させていくべきではないでしょうか。

小学校は横（学年内）の連携が大切なので、時間
がかかっても学年会議を毎週開き、若い先生方はそ
こで授業の進め方や時間の使い方などを聴いていま
す。

働き方は人生観につながるもの。
働き方改革は「生き方改革」。
校長が率先して時間を創造します！

Ｑ 高平台小学校はサッカーや女子バスケットボールの強豪校のイメージありました。学校
で部活動をやらなくなったことについて、保護者等の反発があったのでは？

Ａ 事前に、地域の体育協会、保護者、学校で話合いを重ねて移行はスムーズでした。体育
協会では、子どもたちとのつながりができ、地域のイベントへの呼びかけ等ができることで
参加者が増えてくれるのではと好意的に受け入れていただきました。

12



時間創造の参考事例

龍田小学校
目標1の状況 Ｈ29：13人（35人中）⇒ Ｈ30：2人（37人中）
目標2の状況 Ｈ29：49時間39分 ⇒ Ｈ30：38時間39分 （伸び率：△22.2％）

【時間創造に効果があった取組】

■授業開始時間と下校時間を早める取組み
・朝自習の廃止（授業開始8：50⇒8：35）
・朝会の削減（週3回⇒1回）
・昼休みの削減（30分⇒25分）
※ 業間の時間は20分間確保し、学年の情報交換や、管理職への報・連・相が

できるようにしている。
■予備時数の削減（20時間前後）

※ただし、1年生は予備時数を減らさず丁寧な指導を行う。また、2年生と下校
時刻をそろえることで、防犯上のリスクを減らす。

👉上記2つの取組みで生み出された時間を活用した、OJTの充実と授業研究会の実施
■学年主任の負担軽減

・委員会活動、部活動から外し、学年経営に専念してもらう
・委員会の時間を活用した学年主任による運営委員会の開催⇒会議時間に余裕

ができ情報共有が円滑となった
■不登校支援コーディネーターの設置（主幹教諭）
■部活動の削減

総合運動部（9人の先生が交代で指導）、金管バンド部（4人で指導）
■職員会議はペーパレス⇒eネットパソコンに保存

※今年度からタブレットの活用を予定

学校で一番大切なことは児童の学力の向上だと考えています。
様々な取組みによりできた時間の一部を、ＯＪＴによる授業力向
上の取組に充てています。

若手を育成するために、授業を見てほしいと希望する教員の授
業を参観し、勤務時間内にミニ授業研究会を行っています。

また、中心となる職員に協力を依頼して、若手職員の自主研修
会も行っています。「校長を講師にこんなことをやりますよ。」
と呼びかけてもらったところ、32人の教員のうち、18人もの先生
が参加をしてくれました。講師としては教頭、教務、ベテランの
先生が協力をしてくれています。
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